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抄録： 
【目的】現在日本では梅毒感染症が増加傾向にある中、特に不妊治療中のカップルの感染状
況について未だ十分な調査が行われていない。本研究では、都市部の不妊治療施設における
梅毒感染率のトレンドを明らかにし、不妊治療中のカップルにおける感染予防対策につい
ての提案を行うことを目的とする。 
【方法】2015 年の当院開業時点から 2023 年 3 月までの 8 年間に当院で不妊治療を受けた
カップルの初診時に実施した梅毒感染症検査結果を後方視的に集積し、梅毒罹患率の推移
を確認した。本検討においては、RPR 陽性かつ TP 陰性の症例を梅毒感染初期と判断し、
治療対象とした。本検討を実施するにあたり、後方視的な情報集積について施設内倫理委員
会の承認を得、オプトアウトの機会を保障した。 
【成績】本検討の結果からは、男性の梅毒感染率が 2015 年から 2023 年まで継続的に増加
傾向にあることが確認された。特に 2021 年には観察期間における最大値である 1.4％の感
染率が認められた。一方で、女性の感染率は全期間を通じて増加傾向を示さず、最大でも
0.5％に留まっていた。 
【結論】不妊治療中の男性は家庭以外でも性的接触機会を持つ可能性があると考えられ、こ
れが感染率増加の一因と考えられた。これらの結果は、梅毒の流行に対する認識と、適切な
予防策の必要性を不妊治療中のカップルに強く示すものである。 
【考察】感染症の流行と不妊治療中のカップルの間に見られたこの相関は、社会全体にとっ
て考慮すべき課題を示している。感染症の対策として、不妊治療中のカップルに対する適切
な情報提供が重要であると考えられる。また、不妊治療中だからといって、家庭外での性的
接触がないわけではないという認識が必要であり、その点を踏まえつつ、パートナーの梅毒
罹患が判明した際には、医療者がカップルに対して適切に説明することが求められる。 


